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10
月
１
日
、
新
八
雲
町
開
町
10

年
記
念
式
典
が
シ
ル
バ
ー
プ
ラ

ザ
に
て
開
催
さ
れ
約
1
7
0
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
合

併
に
尽
力
さ
れ
た
旧
八
雲
町
長
の

故
山
内
尊
洲
氏
、
初
代
町
長
と
し

て
町
政
の
陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ
た

故
川
代
義
夫
氏
な
ど
町
に
貢
献
さ

れ
た
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
、
岩

村
町
長
の
式
辞
や
能
登
谷
議
長
の

挨
拶
、
旧
八
雲
町
と
縁
の
深
い
尾

張
徳
川
家
第
22
代
当
主
徳
川
義
崇

氏
ほ
か
多
く
の
来
賓
か
ら
祝
辞
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
7
団
体
23

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
八
雲
町
Ｐ
Ｒ

映
像
の
放
映
や
太
鼓
の
演
奏
が
披

露
さ
れ
式
典
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
岩
村
町
長
は「
当
時
、
気

候
・
風
土
・
歴
史
も
異
な
る
２
町

が
新
た
な
町
と
し
て
一
つ
に
な
る

こ
と
は
大
き
な
決
断
で
あ
り
、「
新

し
い
町
の
将
来
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
」こ
の
10
年
間
各
産
業
界
や
団

体
等
が
考
え
、
力
添
え
頂
き
共
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
対

応
、
産
業
振
興
、
雇
用
確
保
等
大

変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
北
海
道

新
幹
線
の
開
通
等
転
換
期
で
も
あ

る
の
で
、
町
民
が
一
丸
と
な
り
英

知
を
結
集
し
果
敢
に
取
り
組
み
、

道
を
一
緒
に
開
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
坂
野
商
工
会
長
の
万

歳
三
唱
で
祝
い
、
開
町
10
年
の
式

典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

開
町
10
年
記
念
式
典
開
催

二
つ
の
海
を
持
つ
町
、八
雲
町　

誕
生
10
年
を
祝
し
て

　10月４日、テレビ東京系列「出張！な
んでも鑑定団in八雲」の収録がシル
バープラザにて行われ、観覧者約500
人が集まりました。収録では、お馴染
みの松尾伴内さん、新妻さと子さんが
司会をし、鑑定士の安河内眞美さん、
木澤雅博さん、森由美さんの３人が、
町内外から選抜された６人のお宝を鑑
定しました。この日の最高額はブリキ
製のおもちゃ４点80万円で、一気に会
場は熱気に包まれました。唯一、八雲町
から出場した岸田慶三郎さん（熊石雲
石）は「90歳の元気の秘訣は、毎日３回
ご飯を食べること！開町10年祝いと町
が元気になってほしくて出場を決めま
した」と会場を盛り上げました。

開町10年記念事業

「出張！なんでも鑑定団
in八雲」の収録を開催！

　9月19日、ザ・タイガースのヒット曲で八雲町の少女が
作詞した「花の首飾り」が縁で実現した「花の首飾りコン
サート（花の首飾りまちづくり協議会主催）」の第2回公演
が、町民センターで開催されました。ザ・タイガースの瞳
みのる氏、花の首飾りの作曲者であるすぎやまこういち氏
が案内役となり、約300人の聴衆が東京都交響楽団のブラ
ストッププレイヤー5名で結成される東京メトロポリタ
ン・ブラス・クインテットの演奏に酔いしれました。公演
では、瞳氏が考えた八雲町のキャッチコピーの発表や、
ファンの方から花の首飾りが届くなどのサプライズもあ
り、会場は大盛り上がりとなりました。また、前日には中
高生達が、トランペットやホルンなどの各パートに分か
れ、日本のトッププレイヤーであるクインテットの５人か
らそれぞれレッスンを受けました。

第第22回回
八雲町「花の首飾り」八雲町「花の首飾り」
まちづくりコンサートをまちづくりコンサートを
開催しました！開催しました！

第2回
八雲町「花の首飾り」
まちづくりコンサートを
開催しました！
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【
日
時
】
11
月
７
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

【
場
所
】

　

落
部
漁
協
東
側
岸
壁
特
設
会
場

（
事
務
所
東
側
新
港
）

【
直
売
品
】

　

さ
け
山
漬
け
・
お
と
し
べ
鮭
、

ボ
タ
ン
エ
ビ
、
活
ほ
た
て（
検
査

状
況
に
よ
る
）、
干
し
カ
レ
イ
等

【
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
】

　

海
鮮
鮭
大
鍋
、
サ
ケ
の
つ
か
み

取
り

【
各
種
イ
ベ
ン
ト
】

　

特
産
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会

（
さ
け
山
漬
け
購
入
者
限
定
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
落
部
漁
業
協
同
組
合

　
☎
０
１
３
７
│
67
│
２
２
１
１

　
　「

食
育
」「
人
づ
く
り
」に
つ
い
て

の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

貴
重
な
機
会
で
す
の
で
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
17
日（
火
）

【
時
間
】
午
後
１
時
〜
３
時（予

定
）

【
参
加
費
】
無
料

【
場
所
】

　

八
雲
町
活
性
化
施
設
フ
ァ
ー
ム

メ
イ
ド
遊
楽
部
館
１
号
館

【
講
師
】

　

王　
　

一
郎　

氏

（
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ
ロ
グ
ル
ー
プ
社
長
）

【
主
催
】

　

女
性
の
た
め
の
農
業
セ
ミ
ナ
ー

【
そ
の
他
】
申
込
不
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て

　
　
八
雲
基
幹
支
店
営
農
酪
農
課

　
☎
０
１
３
７
│
62
│
２
１
２
１

　

町
内
各
小
学
校
の
児
童
代
表

が
、
八
雲
町
の
町
づ
く
り
に
つ
い

て
、
夢
や
希
望
、
期
待
す
る
取
り

組
み
な
ど
を
、
議
員
に
な
っ
て
自

ら
の
言
葉
で
質
問
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
26
日（
木
）

午
後
１
時
45
分
〜

【
会
場
】
八
雲
町
役
場
議
会
議
場

【
主
催
】

・
八
雲
町
青
少
年

健
全
育
成
推
進
協
議
会

・
八
雲
町
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
公
民
館
内
）

　
☎
０
１
３
７
│
63
│
3
1
3
1

平成27年 秋の叙勲受章
　

蔀
邦
行
さ
ん
は
、昭
和
48
年
に
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
、

昭
和
52
年
に
八
雲
分
屯
基
地
に
配
属
さ
れ
、ナ
イ
キ
部

隊
の
新
編
、平
成
3
年
に
は
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
部
隊
へ
の
換
装

に
携
わ
っ
た
ほ
か
、米
国
で
の
実
射
訓
練
に
参
加
す
る
な

ど
、対
空
誘
導
弾
に
よ
る
防
空
態
勢
の
維
持
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。平
成
16
年
に
は
八
雲
分
屯
基
地
第
20
高
射

隊
整
備
小
隊
長
に
就
任
、部
隊
の
基
幹
隊
員
と
し
て
部

下
隊
員
の
指
導
育
成
に
活
躍
さ
れ
、平
成
20
年
に
退
官

さ
れ
る
ま
で
35
年
の
永
き
に
わ
た
り
航
空
自
衛
官
と
し

て
、国
家
国
民
の
平
和
と
安
全
の
た
め
職
務
に
従
事
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章（
防
衛
功
労
）

ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

蔀　

邦
行 

さ
ん

（
東
町
）

し
と
み

　

野
畑
一
夫
さ
ん
は
、昭
和
43
年
に
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
、

昭
和
52
年
に
八
雲
分
屯
基
地
に
配
属
さ
れ
、ナ
イ
キ
部

隊
の
新
編
、そ
の
後
、静
岡
県
浜
松
基
地
に
お
い
て
ペ
ト
リ

オ
ッ
ト
対
空
誘
導
弾
へ
の
換
装
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、米
国
で

の
実
射
訓
練
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
、対
空
誘
導
弾
に
よ

る
防
空
態
勢
の
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。平
成
12
年

に
は
八
雲
分
屯
基
地
第
20
高
射
隊
先
任
空
曹
に
就
任
、

部
下
隊
員
の
指
導
育
成
に
活
躍
さ
れ
、平
成
15
年
に
退

官
さ
れ
る
ま
で
35
年
の
永
き
に
わ
た
り
航
空
自
衛
官
と

し
て
、国
家
国
民
の
平
和
と
安
全
の
た
め
職
務
に
従
事
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章（
防
衛
功
労
）

ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

野
畑
一
夫 

さ
ん

（
豊
河
町
）

受章おめでとう
ございます

噴
火
湾・お
と
し
べ
ブ
ラ
ン
ド

海
の
幸

〝
豪
海
フ
ェ
ス
タ
〞

開
催
Z

ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ
ロ
社
長

王
一
郎 

氏

　
　
　
講
演
会
開
催
Z

第
19
回
や
く
も

少
年
少
女
ゆ
め
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
Z

昨
年
度
の
様
子

昨
年
度
の
様
子
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スーパーひまわり商品券
使えます！

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　

内
閣
府
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不

正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得
を

行
お
う
と
す
る
電
話
、
メ
ー
ル
、

手
紙
、
訪
問
等
に
関
す
る
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か
た
っ

た
不
審
な
電
話
、
メ
ー
ル
、
手

紙
、
訪
問
等
に
は
十
分
注
意
し
、

内
容
に
応
じ
て
、
相
談
窓
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利

用
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
な

ど
の
手
続
で
…

・
国
の
関
係
省
庁
や
地
方
自
治
体

な
ど
が
、
口
座
番
号
や
口
座
の
暗

証
番
号
、所
得
や
資
産
の
情
報
、家

族
構
成
や
年
金
・
保
険
の
情
報
な

ど
を
聞
い
た
り
、お
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し
た
り
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
内
容
の
電
話
や
手

紙
、
訪
問
に
は
応
じ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

②
電
話
、
メ
ー
ル
、
訪
問
な
ど
に

よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
安
全
管

理
対
応
の
困
難
さ
な
ど
を
過
度
に

誇
張
し
た
商
品
販
売
や
不
正
な
勧

誘
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関
連
で
あ
る

こ
と
を
謳
っ
た
メ
ー
ル
が
送
ら
れ

て
き
た
場
合
、
自
分
の
勤
務
先
な

ど
送
付
者
が
明
ら
か
な
も
の
を
除

き
、
安
易
に
開
封
し
な
い
よ
う
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④「
な
り
す
ま
し
」の
郵
送
物
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、「
通
知

カ
ー
ド
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申

請
書
在
中
」、「
転
送
不
要
」と
赤

字
で
書
か
れ
た
封
筒
に
入
っ
て
、

簡
易
書
留
で
各
世
帯
に
郵
送
さ
れ

ま
す
。
普
通
郵
便
で
ポ
ス
ト
に

入
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
配
達
員
が
代
金
を
請

求
し
た
り
、
口
座
番
号
な
ど
の
情

報
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

不
正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ま
せ
ん
。

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

の
返
信
用
封
筒
に
は
、
顔
写
真
や

個
人
情
報
を
含
ん
だ
申
請
書
を
入

れ
て
、
返
信
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
返
信
用
封
筒
の
宛
先

が「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
」で
あ
る
か
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
書
に
口
座
番
号
な
ど
を
記

載
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
貸
し
て
ほ
し
い
」と
い
っ

た
依
頼
は
詐
欺
の
手
口
で
す
。
こ

う
し
た
手
口
で
、
人
を
欺
く
な
ど

し
て
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

取
得
す
る
こ
と
は
法
律
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
不
正
な
提

供
依
頼
を
受
け
て
自
分
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
他
人
に
教
え
て
し
ま
っ

て
も
、
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般
の

ご
相
談
は
こ
ち
ら
》

・
内
閣
府
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
│
20
│
０
１
７
８

《
通
知
カ
ー
ド
や
個
人
番
号
カ
ー

　
ド
の
ご
相
談
は
こ
ち
ら
》

・
総
務
省
個
人
番
号
カ
ー
ド

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
│
７
８
３
│
５
７
８

《
不
審
な
電
話
な
ど
を

受
け
た
ら
こ
ち
ら
》

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）

《
詐
欺
な
ど
被
害
に

遭
わ
れ
た
ら
こ
ち
ら
》

・
警
察
相
談
専
用
電
話

　
☎
＃
９
１
１
０ 

又
は
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
含
ま
れ
る　

　
個
人
情
報（
特
定
個
人
情
報
）の

　
取
扱
に
関
す
る
苦
情
は
こ
ち
ら
》

・
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会　

　
苦
情
あ
っ
せ
ん
相
談
窓
口　

　
☎
０
３
│
６
４
４
１
│
３
４
５
２

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
行
財
政
改
革
推
進
室
推
進
係

こ
の
よ
う
な
電
話
な
ど
に

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

ご
相
談
の
各
窓
口

○マイナンバーは、八雲町では10月下旬
　より、世帯ごとに世帯全員分の通知
　カードを簡易書留で随時郵送しています。
○マイナンバーの利用範囲は、法律で社
　会保障・税・災害対策の3つの行政分野
　に限られており、マイナンバーを利用
　する手続では、原則、顔写真付きの身
　分証明証などで、本人確認を徹底する
　ことになっています。
○マイナンバーの通知や利用などの手続
　で、口座番号などを電話などで聞くこ
　とはありません。不審な電話やメール
　はすぐに切る、又は無視することとし、
　内閣府のマイナンバー専用コールセン
　ターや消費者ホットラインに連絡・相
　談いただくか、内容によっては、すぐ
　に警察の相談専用窓口や特定個人情報
　保護委員会の苦情あっせん相談窓口を
　ご利用ください。
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町
で
は
、
高
齢
の
方
や
心
身
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
冬
期
間
の
在

宅
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、「
冬

期
福
祉
手
当
」を
給
付
し
ま
す
。

【
手
当
の
金
額（
年
額
）】

　

一
世
帯
あ
た
り
５
，
０
０
０
円

【
交
付
申
請
の
手
続
】

　

申
請
す
る
方
は
世
帯
主
で
す
。

①
必
要
な
も
の

　

世
帯
主
の
印
鑑
、
世
帯
主
名
義

の
預
貯
金
通
帳
、
給
付
対
象
を
証

明
す
る
も
の（
各
種
手
帳
、
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
、
児
童

扶
養
手
当
証
書
な
ど
）

※
代
理
人
が
申
請
書
を
提
出
す
る

　

場
合
も
こ
れ
ら
を
持
参
す
る
こ

　

と
。
代
理
人
の
印
鑑
は
不
要
で

　

す
。

②
受
付
期
間

　

平
成
28
年
３
月
31
日

③
申
し
込
み
先

《
八
雲
地
域
》

　

保
健
福
祉
課（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
）、住
民
生
活
課
社
会
係
、落

部
支
所

《
熊
石
地
域
》

　

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

【
給
付
対
象
世
帯
】

　

対
象
は
、
八
雲
町
に
居
住
す
る

世
帯
の
う
ち
、
在
宅
で
次
の
①
〜

⑨
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
町
民

税
非
課
税
世
帯
で
す
。た
だ
し
、生

活
保
護
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

①
満
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

　

世
帯

②
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最

　

初
の
3
月
31
日
ま
で
の
児
童
を

　

扶
養
す
る
ひ
と
り
親
世
帯

③
八
雲
町
寝
た
き
り
老
人
等
在
宅

　

介
護
支
援
手
当
支
給
要
綱
に
該

　

当
す
る
方
が
い
る
世
帯

④
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対

　

象
障
が
い
児
が
い
る
世
帯

⑤
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

　

祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が

　

い
る
世
帯

⑥
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
方
が
い
る
世
帯

⑦
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

　

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
い

　

る
世
帯

⑧
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が

　

い
る
世
帯

⑨
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証（
国

　

が
定
め
る
疾
患
限
定
）交
付
を

　

受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
64
│
２
１
１
１

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

『
冬
期
福
祉
手
当
』申
請
受
付
中

平
成
27
年
11
月
2
日
〜
平
成
28
年
3
月
31
日

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
・
ハ
ー
ト
フ
ル
臨
時
支
援

事
業
の
対
象
期
間
拡
大
の
お
知
ら
せ

  

今
年
度
、
北
海
道
庁
で
は
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
要
介
護
の

方
・
障
が
い
者
の
方
で
、
申
請
さ

れ
た
方
に
対
し
北
海
道
内
の
取
扱

店
で
ご
利
用
頂
け
る
商
品
券
5
，

0
0
0
円
分
を
配
布
す
る「
ホ
ッ

カ
イ
ド
ウ
・
ハ
ー
ト
フ
ル
臨
時
支

援
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
時

点
で
の
該
当
者
が
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
９
月
１

日
時
点
で
の
該
当
者
も
対
象
に
な

り
ま
し
た
。
新
た
に
対
象
と
な
る

方
に
は
、
事
務
局
よ
り「
事
業
案

内
兼
交
付
申
請
書
」が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
妊
産
婦
の
方
を
対
象
と

し
た「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
・

プ
レ
マ
マ
臨
時
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

は
該
当
者
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

【
申
請
方
法
】

（
要
介
護
・
障
が
い
者
の
方
）　

　

事
務
局
よ
り「
事
業
案
内
兼
交

付
申
請
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

「
申
請
書
」を
返
信
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
商
品
券
を
お
送
り

し
ま
す
。

【
商
品
券
ご
利
用
期
間
】

　

平
成
27
年
10
月
１
日
〜

平
成
28
年
１
月
31
日

【
給
付
対
象
の
方
】

（
要
介
護
・
障
が
い
者
の
方
）　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
及
び
、
平

成
27
年
９
月
１
日
時
点
で
北
海
道

ま
た
は
道
内
市
町
村
が
認
定
し
次

の
項
目
に
該
当
す
る
方

①
要
介
護
認
定
３
以
上
の
方

②
障
害
支
援（
程
度
）区
分
４
以
上

　

の
方

③
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者
の
方

④
経
過
的
福
祉
手
当
受
給
者
の
方

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の

　

方
【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
要
介
護
・
障
が
い
者
の
方　
　

　
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
・
ハ
ー
ト
フ
ル

　
臨
時
支
援
事
業
事
務
局

　
☎
０
１
１
│
３
３
０
│
８
０
４
１

﹇
受
付
﹈
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　
を
除
く
、平
成
28
年
３
月
31
日

　
（
木
）ま
で
）

　
詳
細
は
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

　

http://w
w
w
.heartful-

　

prem
am
a-hkd.jp

【
申
請
書
に
つ
い
て
】

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
負

担
緩
和
の
た
め
、「
臨
時
福
祉
給

付
金
」の
申
請
書
を
該
当
と
思

わ
れ
る
世
帯
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
方
法
】
①
郵
送
で
の
申

請
…
返
信
用
封
筒
に
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
、
通
帳
の
コ

ピ
ー
漏
れ
及
び
押
印
漏
れ
が
多

い
の
で
、
確
認
し
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

②
窓
口
で
の
申
請
…
役
場
か
各

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
記
入
や
確
認
書
類
等
の
コ

ピ
ー
が
困
難
な
方
は
、通
帳
、印

鑑
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

　

12
月
28
日（
月
）ま
で

◎
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方（
Ｄ
Ｖ
被

害
者
）は
、
臨
時
福
祉
給
金
の

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課　
社
会
係
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高
齢
者
等
の
方
が
、
冬
期
間
安

心
し
在
宅
生
活
を
送
る
支
援
と
し

て
、
除
雪
料
金
の
一
部
を
助
成
す

る「
除
雪
費
助
成
金
交
付
事
業
」の

利
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　

で
、
虚
弱
等
に
よ
り
除
雪
が
困

　

難
で
、
家
族
や
隣
人
等
の
協
力

　

者
の
確
保
が
で
き
な
い
方

②
心
身
に
障
が
い
に
よ
り
除
雪
が

　

困
難
で
、
家
族
や
隣
人
等
の
協

　

力
者
の
確
保
が
で
き
な
い
方　

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
提
示

　

を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
除
雪
内
容
】

　

町
が
指
定
す
る
除
雪
実
施
事
業

者
が
、
積
雪
15
㎝
以
上
雪
が
降
り

積
も
っ
た
場
合
に
、
玄
関
か
ら
公

道
ま
で
の
通
路（
幅
１
メ
ー
ト
ル

程
度
）の
確
保
を
し
ま
す
。

【
除
雪
期
間
】

　

平
成
27
年
11
月
１
日
〜

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

【
利
用
料
】
１
回
１
，
１
０
０
円

（
30
分
以
内
）

※
た
だ
し
、
町
が
½
又
は
¾
を
助

　

成
し
ま
す
。
助
成
後
の
自
己
負

　

担
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
生
活
保
護
世
帯　

2
7
5
円　

　
　
　
　
　
　
　

助
成
率
¾

●
そ
の
他
の
世
帯　

5
5
0
円　

　
　
　
　
　
　
　

助
成
率
½

【
利
用
申
請
】

※
１
日
２
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

印
鑑
を
持
参
し
て
次
の
場
所
で

　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
）

・
熊
石
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

※
昨
年
度
ま
で
に
利
用
さ
れ
た
こ

　

と
の
あ
る
方
は
、
電
話
で
の
申

　
し
込
み
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
０
１
３
７
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

や
く
も
安
心
キ
ッ
ト
は
、自
宅
で

具
合
が
悪
く
な
り
救
急
車
を
呼
ぶ

「
も
し
も
」の
と
き
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
取
り
組
み
で
、希
望
す

る
方
に
無
料
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
時
に
必
要
な
、
持
病
・
服

薬
内
容
な
ど
の
医
療
情
報
や
健
康

保
険
証
の
写
し
な
ど
を
専
用
の
容

器
に
入
れ
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管

し
ま
す
。万
が
一
、救
急
車
を
呼
ん

だ
と
き
に
本
人
が
病
状
な
ど
を
説

明
で
き
な
い
場
合
、
救
急
隊
員
が

医
療
情
報
を
活
用
し
て
迅
速
な
救

急
活
動
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、

緊
急
連
絡
先
の
情
報
で
、
親
族
な

ど
に
い
ち
早
く
連
絡
が
と
れ
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

②
障
が
い
の
あ
る
方
の
み
の
世
帯

③
65
歳
以
上
の
方
と
障
が
い
の
あ

　

る
方
の
み
の
世
帯

④
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

（
同
居
家
族
は
い
る
が
日
中
は
一

　

人
に
な
る
方
な
ど
）

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

①
申
請
者
の
印
鑑（
代
理
申
請
も

　

で
き
ま
す
）

②
65
歳
以
上
の
方
は
生
年
月
日
の

　

確
認
で
き
る
も
の
、
障
が
い
の

　

あ
る
方
は
、
障
害
者
手
帳

※
キ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
る
健
康
保

　

険
証
・
診
察
券
・
薬
剤
情
報
提

　

供
書
・
お
薬
手
帳
を
持
参
す
れ

　

ば
、写
し
を
と
り
返
却
し
ま
す
。

　

町
内
会
が
、
地
域
の
申
請
を
ま

と
め
る
な
ど
代
理
申
請
に
よ
り
責

任
を
持
ち
対
象
者
に
キ
ッ
ト
の
配

付
や
説
明
、
救
急
情
報
用
紙
の
確

認
及
び
設
置
な
ど
を
行
う
場
合
、必

要
な
数
の
キ
ッ
ト
を
事
前
に
渡
し
、

後
日
申
請
書
を
頂
き
ま
す
。

●
な
ん
で
冷
蔵
庫
？

　

か
け
つ
け
た
救
急
隊
員
が
す
ぐ

に
キ
ッ
ト
を
探
し
出
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
最
適
な
場

所
が
冷
蔵
庫
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の

お
宅
で
冷
蔵
庫
は
台
所
に
あ
る
の

で
、
キ
ッ
ト
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

●
情
報
は
随
時
更
新
を
！

　

キ
ッ
ト
に
保
管
す
る
救
急
情
報

用
紙
や
保
険
証
の
写
し
な
ど
は
、

い
つ
も
最
新
の
情
報
に
修
正
し
、

ま
た
は
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

古
い
情
報
の
ま
ま
だ
と
、
適
切
な

処
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

正
し
い
情
報
は
、
迅
速
な
救
急

活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
情

報
が
古
く
な
ら
な
い
よ
う
、
随
時

更
新
し
て
、
も
し
も
の
時
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

●
説
明
に
伺
い
ま
す
！

　

町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、

各
団
体
の
会
合
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
説
明
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
呼
び
く
だ
さ
い
。

（
説
明
時
間
15
分
〜
30
分
程
度
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
０
１
３
７
―
64
―
２
１
１
１

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

や
く
も
安
心
キ
ッ
ト
と
は

配
付
対
象
者
・
申
請
窓
口
等

町
内
会
等
が
取
り
組
む
場
合

申
請
窓
口
等

持
参
す
る
も
の

■
安
心
は
冷
蔵
庫
か
ら

や
く
も
安
心
キ
ッ
ト
の

ご
案
内

除
雪
費
助
成
金

交
付
事
業
の
利
用
申
請

を
受
け
付
け
ま
す



　

町
で
は
、
看
護
職
員
（
助
産
師
・
看
護

師
）
を
養
成
す
る
学
校
に
在
学
、又
は
入

学
す
る
方
で
、将
来
、
八
雲
総
合
病
院
、

ま
た
は
熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院
で
看
護

職
員
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
方
に

対
し
、
奨
学
金
を
貸
し
付
け
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
助
産
師
、
看
護
師
を
養
成
す

る
大
学
、
短
期
大
学
、
看
護
専
門
学
校
等

に
在
学
、
又
は
入
学
す
る
方

【
貸
付
金
額
】

　
a
助
産
師
養
成
施
設
に
在
学
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　

月
額
１
０
０
，
０
０
０
円

　
s
看
護
師
養
成
施
設
に
在
学
す
る
場
合

　

ア
、
八
雲
総
合
病
院
に
従
事
し
よ
う
と

　
　

す
る
方　
　

月
額
６
０
，
０
０
０
円

　

イ
、
熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院
に
従
事

　
　

し
よ
う
と
す
る
方

月
額
７
０
，
０
０
０
円

【
貸
付
期
間
】
看
護
職
員
養
成
施
設
の
所

定
の
修
学
期
間

【
奨
学
金
返
還
の
免
除
】

　

八
雲
総
合
病
院
又
は
熊
石
国
民
健
康
保

険
病
院
に
看
護
職
員
と
し
て
一
定
期
間
勤

務
し
た
場
合
、
奨
学
金
の
返
還
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係

　
☎
０
１
３
７
│
63
│
２
１
８
５

・
熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院
庶
務
係

　
☎
０
１
３
９
８
│
２
│
３
５
５
５

奨
学
金
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す

病
院
奨
学
金
貸
付
制
度
の
お
知
ら
せ

　がんになってお悩みの方やご家族ががんで心配
されている方など、是非ご参加ください。栄養を
考えたデザートづくりを行います。
【日時】11月18日（水）午後1時30分～3時
【場所】シルバープラザ　料理実習室、第1・2福祉室
【内容】
　◎簡単デザートづくり（保健福祉課栄養士）
　◎茶話会（がんの悩み等を語り合いましょう）
【参加費】約500円　【申込期限】11月13日（金）
【共催】八雲町、八雲総合病院、八雲保健所
【問い合わせ先】
　保健福祉課健康推進係（シルバープラザ）
 10137－64－2111
　八雲総合病院医療相談係 10137－63－2185
　八雲保健所健康推進課 10137－63－2168

がんサロンのお知らせ
ひとりで悩んでいませんか？

【申し込み・問い合わせ先】
八雲町子育て支援センタースマイル

10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

【内容】お気に入りの写真をラミネートして、
　　　　来年のカレンダーを作ります。
【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん
【日時】12月15日（火）
　　　　午前10時～11時30分
【場所】子育て支援センタースマイル
【定員】15組（定員になり次第締め切ります）
【持ち物】お子さんの写真を数枚お持ちください。
【申込期限】12月11日（金）

スマイル育児教室⑥
～オリジナルカレンダー作りを

　楽しみましょうY～

　「児童虐待の防止等に関する法律」では、「何人も児童に対し虐待をしてはならない」と規定され、児童虐待を
受けたと思われる児童を発見した者は、町や児童相談所などの関係機関に相談（通告）することが義務付けら
れています。次のようなことに気が付いたときは、虐待の疑いがありますので、通告をお願いします。通告
は匿名でおこなうことができ、通告者のプライバシーは法律で保護されています。

○頻繁に怒鳴り声や泣き声、叩く音が聞こえる　○子どもに不自然なあざや火傷、怪我がある　
○子どもの衣服や体がいつも極端に汚れている　○保護者が子どもを家に残して度々外出する
○保護者が子どもに拒否的な態度を取ったり、傷つけるようなことを繰り返し言う
○保護者が子どもを学校に行かせず、弟妹の面倒をみさせたり家事をさせたりする　など
　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの気付きによって大切な命が守られるかもしれませ
ん。「おや？」と思った時は、勇気を出してご連絡ください。間違っていたとしても責められることはあり
ません。皆さんの見守りで、子どもとその家族を救ってください。
【相談（通告）先】・住民生活課児童係　　・熊石総合支所　住民サービス課環境生活係
　　　　　　　　・函館児童相談所　　　　　　　　　　　　　　☎０１３８─５４─４１５２
　　　　　　　　・児童相談所全国共通ダイヤル　　　　　　　　☎１８９（イチハヤク）

「もしかして」 あなたが救う 小さな手
～11月は児童虐待防止推進月間です～

あなたの近くに、こんな子どもや家族はいませんか？
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　高齢者の方や障がいを持った方、健康や介護について不安や心配がある方々の相談の場です。
【日時】11月26日（木）午前9時30分～11時30分　【場所】はぴあ八雲エントランスホール
◎ミニ講座「感染予防の手洗い方法」
【時間】午前10時～10時30分
【内容】家にいれば大丈夫と思いがちですが、感染症はあらゆるところから発生します。
　　　　しっかり感染予防して、元気に冬を過ごしましょう！
【問い合わせ先】保健福祉課包括支援係（シルバープラザ内）10137－65－5001

はっぴぃ♪街なか保健室

　

今
年
度
は
左
記
の
方
が
助
成
の
対
象
で
あ
り
、
４
月
に
対
象
者

に
対
し
て
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
接
種
を
お
忘
れ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
助
成
対
象
】

①
予
防
接
種
実
施
日
に
60
歳
以
上

　

65
歳
未
満
の
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級（
心
臓
、
腎
臓
、　

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
障
が
い
に
限
る
）の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
平
成
27
年
度
中
に
左
記
の
年
齢
に
な
る
方

※
過
去
に
１
回
で
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）

　

の
接
種
を
受
け
た
方
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係
（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
０
１
３
７
│
64
│
２
１
１
１

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

助
成
期
限
：
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
接
種
さ
れ
た
方

高
齢
者
等
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

接
種
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

昭
和
25
年
4
月
2
日
〜
昭
和
26
年
4
月
1
日

昭
和
20
年
4
月
2
日
〜
昭
和
21
年
4
月
1
日

昭
和
15
年
4
月
2
日
〜
昭
和
16
年
4
月
1
日

昭
和
10
年
4
月
2
日
〜
昭
和
11
年
4
月
1
日

昭
和
5
年
4
月
2
日
〜
昭
和
6
年
4
月
1
日

大
正
14
年
4
月
2
日
〜
大
正
15
年
4
月
1
日

大
正
9
年
4
月
2
日
〜
大
正
10
年
4
月
1
日

大
正
4
年
4
月
2
日
〜
大
正
5
年
4
月
1
日

生　
年　
月　
日

65
歳

70
歳

75
歳

80
歳

85
歳

90
歳

95
歳

100
歳

年　
齢

広報   11月号　8



八雲警察署・役場総務課庶務交通係からお知らせ

冬の交通安全運動の実施
～ストップ・ザ・交通事故　めざせ安全で安心な北海道～

■
最
近
、
相
続
に
関
す
る
相
談
の
中
で
も
、
特
に
、
代
襲
相
続
は
聞
か
れ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
今
回
は
代
襲
相
続
が
ど
う
い
う
も
の
か
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

■
代
襲
相
続
と
は
「
推
定
相
続
人
が
相
続
開
始
以
前
に
死
亡
し
、
ま
た
は
欠
格
・
廃
除

に
よ
っ
て
推
定
相
続
人
た
る
地
位
を
失
っ
た
と
き
、
こ
の
者
に
子
が
あ
れ
ば
、
そ
の
子

が
推
定
相
続
人
た
る
地
位
を
失
っ
た
そ
の
親
の
受
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
相
続
分
を
受
け

て
相
続
す
る
」
制
度
で
す
（
中
川
善
之
助
・
泉
久
雄
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
26
）
相
続

⑴
』
2
2
5
頁
）
。
本
か
ら
の
引
用
で
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
、
夫
Ａ
と
妻
Ｂ
と
息

子
Ｃ
、
娘
Ｄ
の
4
人
で
構
成
さ
れ
た
Ａ
さ
ん
一
家
の
具
体
例
で
ご
説
明
し
ま
す
。

■
ま
ず
基
本
は
、
Ａ
さ
ん
一
家
で
夫
Ａ
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
が
相
続
人

と
な
り
、
法
定
相
続
分
は
、
Ｂ
が
１
／
２
、
Ｃ
、
Ｄ
が
と
も
に
１
／
４
で
す
。

■
で
は
、
Ａ
さ
ん
一
家
で
，
Ａ
が
亡
く
な
る
前
に
Ｄ
が
死
亡
し
て
お
り
、
Ｄ
に
Ｅ
と
Ｆ

二
人
の
息
子
が
い
た
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
場
合
、
民
法
8
8
7
条
2
項
に

よ
り
Ｄ
の
子
で
あ
る
Ｅ
と
Ｆ
が
Ａ
を
代
襲
相
続
す
る
た
め
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｅ
、
Ｆ
が
相
続
人

と
な
り
ま
す
。
法
定
相
続
分
は
、
Ｂ
が
１
／
２
、
Ｃ
が
１
／
４
と
な
り
、
Ｅ
、
Ｆ
は
、

Ｄ
の
相
続
分
で
あ
っ
た
１
／
４
を
按
分
し
た
１
／
８
が
そ
れ
ぞ
れ
の
相
続
分
で
す
。

■
代
襲
相
続
は
子
だ
け
で
な
く
、
兄
弟
が
相
続
人
の
場
合
も
発
生
し
ま
す
（
民
法

8
8
9
条
2
項
）
。
そ
の
た
め
、
あ
ま
り
付
き
合
い
の
な
い
遠
く
の
親
戚
が
死
亡
し
た

場
合
も
、
知
ら
ず
に
自
分
が
相
続
人
に
な
っ
て
い
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。
相
続
は
、
プ

ラ
ス
の
財
産
と
借
金
等
の
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
全
部
が
相
続
さ
れ
ま
す
。
遠
縁
だ
か
ら
関

係
な
い
と
思
わ
ず
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
で
は
、
相
続
に
関
す
る
ご
相
談
も
承
っ
て
い
ま
す
。
も

し
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
1
０
５
０
│
３
３
８
３
│
８
３
６
６
ま
で
お

気
軽
に
ご
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
ま
た
、
「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所

（
1
０
５
０
│
３
３
８
３
│
５
５
６
３
）
」
で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で

あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.
41

代
襲
相
続
っ
て
何
？

だ
い
し
ゅ
う
そ
う
ぞ
く

【運動期間】11月11日（水）～11月20日（金）
【運動重点】①高齢者の交通事故防止
　　　　　　②飲酒運転の根絶
　　　　　　③凍結路面等のスリップ事故の防止
　　　　　　④夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車
　　　　　　　乗用中の交通事故防止
【交通事故防止ポイント】
１、ドライバーの皆さんへ
・山間部を通行する時など、凍結路面では必ず冬
　用タイヤを装着しましょう。
・雨が夜に凍りブラックアイスバーンになるため、路
　面が出ていてもスピードダウンを心掛けましょう。
・トンネルや橋の上、日陰などは凍結しやすいの
　で、安全な速度で運転しましょう。
・日没が早まり夕方から夜間、歩行者や自転車の
　見落とし、発見遅れによる交通事故が心配され
　ます。
　特に右側からの横断歩行者に注意しましょう。
・飲酒運転は犯罪です。飲んだら乗らない、乗るな
　ら飲まない、乗る人には飲ませない」を徹底！

・車に安全な席はないので、後部座席等全ての座
　席でシートベルト、チャイルドシートをしましょう。
２、歩行者の皆さんへ
・横断前に左右をよく見ましょう。そして道路中
　央で左側をまた見ましょう。
・外出するときは、明るい服装で夜光反射材を身
　に付けましょう。
３、自転車利用者の皆さんへ
　①自転車は車道が原則（歩道は例外）
　②車道は左側を通行
　③歩道は歩行者優先で車道よりを徐行
　④交通ルールを守る
　⑤飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　⑥夜間はライトを点灯
　⑦子供はヘルメットを着用

【問い合わせ先】
・函館方面八雲警察署　 10137－64－2110
・役場総務課庶務交通係

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　
弁
護
士　
伊
藤　
裕
樹

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）
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八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
変
更
に
関
し
て
意
見

を
述
べ
た
り
、子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
し
、

必
要
な
事
項
や
実
施
状
況
に
つ
い

て
調
査
審
議
を
行
う
会
議
で
す
。

【
日
時
】
11
月
10
日（
火
）

　

午
後
6
時
30
分
〜

【
場
所
】
役
場　

議
員
控
室

【
内
容
】
八
雲
町
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）の
進

捗
状
況
に
つ
い
て　

他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
児
童
係

　　

八
雲
町
社
会
教
育
委
員
会
議
は
、

　町民の皆様の声を広く聞き、町民主体の自治を実現することを目的に、
平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。
　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施
についてお知らせします。
　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に参加しませんか？

八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
を
開
催
し
ま
す

八
雲
町
社
会
教
育
委
員
会

議
を
開
催
し
ま
す

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
を
立

案
し
、
教
育
委
員
会
に
意
見
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
関
係

団
体
や
指
導
者
に
対
し
て
指
導
や

助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
16
日（
月
）

午
後
６
時
〜

【
場
所
】
公
民
館

【
内
容
】

・
八
雲
町
社
会
教
育
委
員
に
つ
い
て

・
平
成
27
年
度
社
会
教
育
課
・
熊

　

石
教
育
事
務
所
所
管
事
業
実
施

　

報
告
、
後
期
計
画
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
社
会
教
育
課
・
熊

　

石
教
育
事
務
所
所
管
事
業
計
画

　

案
に
つ
い
て　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
　
（
公
民
館
内
）

　
☎
０
１
３
７
│
63
│
３
１
３
１

　

八
雲
町
総
合
開
発
委
員
会
は
、

町
長
の
付
属
機
関
と
し
て
、八
雲
町

の
産
業
経
済
、福
祉
、教
育
な
ど
住

民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
各
種
の

政
策
に
つ
い
て
総
合
的
に
審
議
し
、

意
見
を
具
申
す
る
委
員
会
で
す
。

【
日
時
】
12
月
2
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】

　

役
場
第
1
会
議
室（
２
階
）

【
内
容
】

・
当
面
す
る
町
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

・
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ

　

い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
振
興
課
企
画
係

　

八
雲
町
青
少
年
問
題
協
議
会
は
、

青
少
年
の
指
導
、
育
成
、
保
護
及

び
矯
正
に
関
す
る
総
合
的
施
策
樹

立
の
た
め
に
必
要
な
重
要
事
項
を

調
査
審
議
し
、
関
係
行
政
機
関
等

相
互
の
連
絡
調
整
を
図
る
協
議
会

で
す
。

【
公
募
人
数
】
1
名

【
応
募
資
格
】

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員

　

（
八
雲
町
職
員
で
あ
っ
た
方
を

　

含
む
）以
外
の
方

②
平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
、
満

　

20
才
以
上
で
町
内
在
住
の
方

③
子
ど
も
・
若
者
の
た
く
ま
し
く

　

健
や
か
な
育
成
支
援
に
関
心
が

　

あ
る
方

④
応
募
日
現
在
、
他
の
審
議
会
等

　

の
委
員
で
な
い
方

⑤
年
１
〜
２
回
程
開
催
す
る
会
議

　

に
出
席
可
能
な
方

【
応
募
期
間
】
10
月
20
日（
水
）

　
　
　
　
　

〜
11
月
12
日（
木
）

【
報
酬
】
１
回　

５
，
６
０
０
円

【
任
期
】
２
年
間

　

平
成
27
年
11
月
17
日

　

〜
平
成
29
年
11
月
16
日

【
選
考
方
法
】

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

応
募
用
紙
と
と
も
に
、
別
紙
原

稿
用
紙
に
①「
若
者
が
夢
や
希
望

を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」か
②

「
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
校
等
の

困
難
を
有
す
る
若
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
」を
小
論
文
に
4
0
0
〜

8
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
公
民
館
内
）

　
☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

八
雲
町
青
少
年
問
題
協
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

八
雲
町
総
合
開
発
委
員
会
を

開
催
し
ま
す

八雲町自治基本
条例第12条の規
定に基づき、
会議を公開で
行います
皆様の傍聴を
お待ちして
います

八雲町自治基本
条例第17条の規
定に基づき、
委員の一部
を公募
します
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※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※風呂場の有無欄に有とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに11月16日（月）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書及び個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

入札（見積合わせ）結果（9月16日～10月15日）1，000，000円以上
工　事　名（委託業務名） 請負業者名 予定価格 契約金額 工　期

幹線林道栄豊線法面改良工事
西浜地区治山施設改修工事
野田生地区農業用施設災害復旧事業用水路工事
山崎地区農業用施設災害復旧事業排水路工事
入沢地区用排水路横断管改修工事
東町第１工区配水管布設替工事 
山越由追地区配水管布設工事 

㈱上杉建設
㈲丸富
㈲丸富
㈱城北工業
弘産工業㈱
三河設備工業㈱
㈲蜂谷工業

6,998,400
5,972,400
5,022,000
5,086,800
1,991,600
5,788,800
7,776,000

12月10日
12月10日
12月29日
12月29日
12月10日
11月27日
12月10日

6,120,144
5,372,730
4,400,838
4,460,508
1,890,000
5,616,000
7,538,400

16,100円

15,500円

27,400円

26,500円

～

～

H11

H6

1

1

有

有

１棟１4戸重ね建（1Ｆ） 1LDK 74.71G

１棟１0戸重ね建（1Ｆ） 1LDK 49.98G

新栄町団地（栄町94－3）

出雲町Ｂ団地（出雲町60－128）

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町52）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町180－4）

雲石団地（熊石雲石町187）

雲石団地（熊石雲石町224）

関内団地（熊石関内町256－14）

平特公賃（熊石平町324－9）

H13

H13

S62

S57

Ｓ63

Ｈ５

H5

H6

H7

Ｈ8

H8

H13

2

１

1

2

1

1

2

1

1

1

1

1

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟8戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 61.24G

１棟6戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 70.53G

１棟6戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LＤＫ 68.79G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 68.16G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（２Ｆ・3F） 3LDK 71.74G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 60.28G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 79.79G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 1LＤＫ 49.30G

19,900円

17,100円

14,900円

14,200円

15,700円

17,600円

20,100円

17,000円

17,200円

17,700円

19,200円

36,400円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

88,100円

78,300円

35,600円

31,500円

34,100円

34,900円

41,000円

38,500円

43,900円

48,900円

54,100円

72,800円

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 風呂場の有無

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 風呂場の有無家　　賃

事
業
所
の
皆
さ
ん
！

八
雲
町
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
の
記
念
品
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

寄
附
の
促
進
と
地
元
特
産
品
等

の
P
R
、
販
売
促
進
に
よ
る
地
元

産
業
の
活
性
化
な
ど
の
相
乗
効
果

を
図
る
た
め
、
寄
附
を
さ
れ
た
町

外
在
住
者
へ
贈
呈
す
る
記
念
品
の

提
案
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
提
案
募
集
要
綱
と
申
込
書
の

                     

入
手
方
法
】

　

町
寄
附
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
企
画

振
興
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
町
寄
附
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

http://w
w
w.tow

n.yakum
o.lg.jp/

m
odules/fund/content0005.htm

l

【
申
込
方
法
】

 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
企
画
振
興
課
企
画
係
ま
で
郵

送
、
メ
ー
ル
、
F
A
X
等
に
よ
り

提
出
願
い
ま
す
。

【
参
考
：
9
月
末
現
在
の
寄
附
状
況
】

　

寄
附
件
数
：
３
，
３
２
６
件

　

寄
附
金
額
：

      

３
６
，
８
７
６
，
２
３
７
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
振
興
課
企
画
係

〈
広
告
〉
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消火活動に感謝「消火器贈呈式」
初期消火で火災を防げY

　9月16日、八雲町消防本部にて（一社）北海道消防設備協会函館支部
より、セイコーマート八雲落部支店へ消火器の贈呈式が行われました。
この贈呈は、8月27日にセイコーマート八雲落部店駐車場にて発生した
車両火災で、店に備え付けられていた消火器を使用し消火活動を行い、
防火活動に貢献したことから実施されました。消防本部からは「大きな
火災を防ぐためには、初期消火が大事。自分と周りの命を守るため、消
火器を準備してほしい」と初期消火の重要性について説明がありました。

木育の広場「木であそぼう！」

木の温もりを感じながらY

　北海道警察と（公財）北海道民生委員児童委員
連盟が「高齢者の安全対策に関する協定」を結ん
だことを受け、八雲町民生委員協議会は9月17
日の第5回定例会にて、八雲警察署より犯罪被害
防止・交通安全、緊急時対応など今後の警察と民
生委員との情報提供、連携について研修を実施し
ました。
　また、10月９日には全国地域安全運動出動式
が八雲町役場で行われ、地域防犯パトロールに向
かう浜茄子隊や警察パトロール隊に、町長は「挨
拶、見守り、助け合いを実践することにより、地
域の絆を強め、安全で安心な地域づくりに取り組
みましょう」と激励の挨拶を送りました。

高齢者の安全対策に関する研修、
全国地域安全運動出動式

地域の安全を守ろうY

　八雲町は、大正時代から先進的な酪農畜産に取り組み「北海道近
代酪農発祥の地」と呼ばれ、現在では乳牛が１万頭、産出額57億
円の「道南随一の酪農郷八雲町」となりました。9月26日、八雲町
獣医師会60周年記念祝賀会が開催され、獣医師会畳会長は「この
10年、平成22年に畜産業界に大きな被害を与えた口蹄疫、翌年の
東日本大震災、また、周辺諸国で発生する高病原性鳥インフルエン
ザや口蹄疫、その発生地域からの観光客の増加等、経済環境は変化
し、家畜の感染リスクも増大している。「食の安全と安心」を守る
ため農業生産や公衆衛生の第一線で活動する獣医師会会員が地域の
関係団体と更に連携を深め、八雲町の獣医畜産技術と公衆衛生の向
上に繋げ、地域の発展に貢献していきたい」と挨拶しました。

八雲町獣医師会創立60周年を迎え
酪農畜産、公衆衛生を支え60年Y

　9月23日、シルバープラザにて八雲町地域教
育力活性化推進協議会が主催となり、第２回「木
育のひろば～木であそぼう！」を開催しました。
町内外の林業に携わる「やまびこ会」や「山越郡
森林組合」、林業関係団体等の協力により積み木
やきぼうのプール、木工体験などが用意され、子
ども達は元気いっぱいに木とふれあいました。ま
た、昼には八雲町風の子もちの餅つきを行いお餅、
そうめんが振る舞われました。去年も遊びに来た
という女の子は「去年、木の積み木をもらって、
木は面白いと思った！今年も木のおもちゃや物が
作れて楽しい！」と話してくれました。

広報   11月号　12
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平成27年度熊石地域敬老会
いつも元気にお達者でY

　9月19日、ふれあい交流センターくまいし館で、町
主催の敬老会が開催され、熊石地域の満70歳以上のお
年寄り170人が出席しました。式典では、岩村町長が
「今日は一日最後までゆっくり楽しんでください。これ
からも健康に留意して、いつまでも長生きしてくださ
い。」と挨拶したあと、今年白寿を迎えられた杉本ナヲ
エさん（熊石畳岩町）に表彰が手渡されました。長寿と
健康を祝う宴では、八雲民謡協会などによる民謡や踊
りのほか、民謡歌手の道高むつ子さんの民謡ショーに
参加者は歌や踊りに手拍子を合わせるなど、楽しいひ
と時を過ごしました。

　9月26日（土）落部地区生涯学習推進会議主催の
「第12回落部子ども会ひろば」が開催されまし
た。あいにくの雨で、落部小学校体育館での開催
となりましたが、当日は延べ150名の子どもや父
母らが集まり、射的や輪投げ大会、育成会の特製
焼きそばやフランクフルト、くじ引き、スーパー
ボールすくいなどで普段出来ない遊びを楽しみま
した。

第12回落部子ども会ひろば
元気いっぱい遊んだY

　9月26日、熊石漁港ふれあい広場で、第20回熊
石産業まつり（同実行委員会主催）が開催され、秋サ
ケなどを買う大勢の来場者で賑わいました。会場で
は日用品の激安販売コーナーのほか、地元で採れた
農産物、海洋深層水を加工した特産品などが売り出
され、長蛇の列が出来ました。また、地元の漁業者
によるサケのチャンチャン焼きや調理師会によるサ
ケ鍋が無料で振る舞われ、あっという間に無くなり
大盛況となりました。毎年恒例の「サケすくい大会」
では、子供たちに、観客から「頭からすくえ」などの
声援が送られ、大きなサケをすくい上げる度に周り
から拍手が沸き起こりました。

第20回熊石産業まつり
実りの秋を地域に還元Y

　10月3日に、「熊石レディースネットワーク」の設立20周年の記念祝賀会が、
ふれあい交流センターくまいし館で行われ、町民ら約100名が参加し、長年
の活動を祝いました。同会は、熊石地域で活動する女性団体が連携し、地域
づくりや生涯学習を通じ豊かな人生を築くことを目的に平成７年12月に設
立。祝賀会ではメンバーによる歌や踊りのほか、スコップ三味線が披露さ
れ、訪れた参加者は楽しいひと時を過ごしました。委員長の吉田久子さんは、
「ここまで来られたのも地域の皆さんの温かい支援と協力のおかげです」と感
慨深げに話していました。

熊石レディースネットワーク
20周年記念祝賀会

地域とともに20年Y

　

　

　

　

　

ReportYakumo

   　

リポート やくも
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INFORMATION  YAKUMO

　舞踊や太鼓など「舞台部門」、絵画や写真など力作が揃う「展
示部門」、手打ちそば実演やバザーなど「実演・販売部門」と、
町内外の方を問わず楽しめます！
【日時】11月７日（土）午前10時～午後5時
　　　　11　８日（日）午前10時～午後3時30分
【場所】学習文化センター（舞台部門）
　　　　ファミリースポーツセンター（展示部門）
　　　　福祉センター（実演・販売部門）
【問い合わせ先】教育委員会社会教育グループ　

　　　　　　　　☎01377－2－2748

長万部

　露天風呂、サウナ、全身浴、ジェットバスなどを備えた本
格的スパ・ホテル。地場産品料理や送迎付の各種宴会プラン
などご用意しております。
【宿泊料】1泊2食1名様7,992円から

（入湯税別途。朝・夕2食付）
【問い合わせ先】温泉ホテルきたひやま ☎0137－84－4120

　弱アルカリ性温泉で、冷え性・神経痛等の改善や美肌等に
効果のある成分も含まれているそうです。
【場所】瀬棚区本町（旧国鉄瀬棚駅跡地）
【営業時間】午前10時～午後9時まで

※毎月第1・3月曜日定休
【入浴料】大人400円、中人140円、小人70円
【問い合わせ先】やすらぎ館 ☎0137－87－3841

　貝取澗渓谷の雄大な自然にひっそりと抱かれている「あわび
山荘」。格安プランや団体の送迎や「宴会」「会食」もご相談くだ
さい。
【場所】せたな町大成区貝取澗
【宿泊料（税込）】大人8,500円、小学生6,590円、
　　　　　　　　幼児1,800円（寝具のご利用のみ）
【問い合わせ先】国民宿舎あわび山荘 ☎01398－4－5522

せたな
北檜山区

第53回
長万部町総合文化祭

ピリカスキー場
お得なシーズン券発売中！

　2015シーズンは2015年12月19日オープン予定で2016
年4月10日クローズ予定です。
【日中・ナイター共通券】
　○小学生　1,000円　○大人　19,000円
　○シニア（55歳以上）　14,000円
11月中のシーズン券購入には早期スペシャル特典が付きま
す。お得な新規券種も販売予定！
【問い合わせ先】クアプラザピリカ ☎0137－83－7111

今　金

宴会プランは
『温泉ホテルきたひやま』（無料送迎可）

瀬 棚 区 公営温泉浴場「やすらぎ館」

あわび山荘大 成 区

ネットワーク 　

こ
れ
か
ら
積
雪
寒
冷
期
に
は
い

り
、
大
雪
や
暴
風
雪
な
ど
の
自
然

災
害
が
起
こ
る
可
能
性
に
備
え

て
、
夏
場
と
は
違
っ
た
防
災
対
策

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
家
の
中
で
安
全
に
過
ご
す
た
め

・
日
頃
か
ら
停
電
に
備
え
、
懐
中

　

電
灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・
防
寒

　

具
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
・

　

灯
油
・
非
常
食
・
飲
料
水
な
ど

　

を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

・
F
F
式
暖
房
機
な
ど
を
使
用
し

　

て
い
る
場
合
、
一
酸
化
炭
素
中

　

毒
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
の

　

で
、
給
排
口
付
近
が
雪
で
ふ
さ

　

が
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
で
外
出
す
る
と
き
に

気
を
つ
け
る
こ
と

・
気
象
情
報
に
注
意
し
て
、
暴
風

　

雪
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
外

　

出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
車
が
立
ち
往
生
す
る
可
能
性
が

　

あ
る
の
で
、
防
寒
着
・
長
靴
・

　

手
袋
・
ス
コ
ッ
プ
・
け
ん
引
ロ

　

ー
プ
な
ど
を
用
意
す
る
と
と
も

　

に
、
十
分
に
燃
料
が
あ
る
こ
と

　

を
確
認
し
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
運
転
中
、
地
吹
雪
な
ど
に
よ
り

　

危
険
を
感
じ
た
ら
、
無
理
を
せ

　

ず
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
天

　

気
の
回
復
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
で
き
る
場
所
や
近
く
に
人

　

家
が
な
い
場
合
は
、
消
防
や
警

　

察
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
車

　

の
マ
フ
ラ
ー
が
雪
に
埋
ま
っ
て

　

排
気
ガ
ス
が
車
内
に
逆
流
し
、

　

一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す
お

　

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
マ
フ

　

ラ
ー
が
雪
に
埋
ま
ら
な
い
よ
う

　

に
定
期
的
に
除
雪
し
、
窓
を
少

　

し
開
け
て
換
気
を
行
う
な
ど
し

　

て
、
車
の
中
で
救
助
に
備
え
て

　

く
だ
さ
い
。

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
防
災
情
報
】

http://www.town.yakum
o.lg.jp/

m
odules/soumu/content0006.htm

l

　

現
在
、
八
雲
地
域
の
防
災
行
政

無
線
整
備
は
、
基
礎
工
事
が
ほ
ぼ

完
了
し
、
こ
れ
か
ら
の
作
業
は
、

ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
戸
別
受
信
機
等

の
設
置
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、防
災
行
政
無
線（
屋
外
拡

声
子
局
）の
工
事
は
、
12
月
下
旬

の
完
了
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
運
用
は
平
成
28
年
度
か
ら
）

　

整
備
工
事
中
は
、
何
か
と
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

  

総
務
課
防
災
係

雪
害
に
備
え
る

防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

の
進
捗
情
報

熊
石
地
域
高
齢
者
温
泉
入
浴
バ
ス

運
行
日
は
、11
月
号
か
ら
は
2
ヶ
月

に
1
回
配
布
す
る（
熊
石
地
区
）

バ
ス
運
行
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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〈
広
告
〉
新規・解体撤去・リフォーム追加彫刻・
ペット用碑…墓石のことなら
ご相談ください。
新規格用地（2m×2m）にあわせた、
洋型・和型墓石も各種展示いたして
おります。

お任せ下さい！！

　

八
雲
病
院
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
重
症
心
身
障
が
い
者
の
入

院
医
療
を
中
心
と
し
た
専
門
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。
全
道
各
地
か

ら
入
院
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
は
児
童
等
を
見
舞
う
家
族
の
宿

泊
施
設
「
い
こ
い
の
家
」
を
建
設
・
運
営
し
、
患
者
や
家
族
の
支
援

を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
立
病
院
機
構
（
東
京
）
が
八
雲
病
院
の
医
療

機
能
を
札
幌
及
び
函
館
に
移
転
し
、
筋
ジ
ス
・
重
心
医
療
の
充
実
と

療
養
環
境
を
改
善
す
る
基
本
構
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

移
転
の
理
由
は
、
八
雲
で
の
医
師
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

交
通
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
や
患
者
家
族
が
札
幌
圏
で
の
開
設
を
強
く

要
望
し
て
い
る
な
ど
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
計
画
発
表
前
か
ら
厚
生
労
働
省
や
国
立
病
院
機
構

本
部
な
ど
に
八
雲
病
院
存
続
を
求
め
て
き
て
お
り
、
発
表
後
も
国
立

病
院
機
構
と
協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
筋
ジ
ス
・
重
心
医
療
の

継
続
・
充
実
及
び
患
者
の
要
望
が
最
優
先
と
の
考
え
に
至
り
ま
し

た
。

  

移
転
ま
で
３
〜
４
年
程
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
移
転
の
影
響
を

緩
和
す
べ
く
八
雲
養
護
学
校
の
存
続
や
病
院
の
跡
利
用
を
含
め
、
前

向
き
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
生
活
課
社
会
係

【
日
時
】

　
11
月
13
日（
金
）、
27
日（
金
）

　

12
月
11
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

　
　
　
　

（
各
相
談
時
間
30
分
）

※
午
後
３
時
ま
で
に
新
た
な
受
付

　

が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

※
予
約
制
・
先
着
順

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
函
館
弁
護
士
会

　

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
家
庭

内
の
い
ざ
こ
ざ
、
相
隣
関
係
等
、

身
近
な
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
３
日（
木
）

午
後
１
時
〜
3
時

【
場
所
】

・
八
雲
地
域　

八
雲
町
公
民
館

・
熊
石
地
域　

熊
石
総
合
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
総
務
係

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

目
的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営
し

て
い
る
保
険
で
す
。
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
未
手
続

事
業
の
一
掃
」を
年
間
を
通
じ
た

主
要
課
題
と
位
置
づ
け
た
上
で
、

11
月
を「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」と
し
、
集
中
的
に
広
報

活
動
を
展
開
し
、
労
働
保
険
制
度

の
よ
り
一
層
の
理
解
、
周
知
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定

所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

　
☎
0
1
1
│
7
0
9
│
2
3
1
1

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲
出
張
所

　
☎
０
１
３
７
│
62
│
２
５
０
９

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差
出
張
所

　
☎
０
１
３
９
│
52
│
０
１
７
８

労
働
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す
！

　

駅
前
広
場
の
安
全
性
と
利
便
性

向
上
の
た
め
、
駐
車
場
の
出
入
り

を
11
月
1
日
か
ら
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
函
館
建
設
管
理
部
八
雲
出
張
所

（
施
設
保
全
室
）

　

1
0
1
3
7
│
63
│
3
1
1
1

八
雲
駅
前
広
場

駐
車
場
の
出
入
り
の

変
更
に
つ
い
て

●桜庭
　旅館

八雲駅

●
ホーラク

　　●
井筒屋

　　まるみ
食堂
● ●桜庭

　旅館
八雲駅

●
ホーラク

　　●
井筒屋

　　まるみ
食堂
●

変更

国
立
病
院
機
構
八
雲
病
院
機
能
移
転
に
つ
い
て

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

「
無
料
人
権
相
談
」を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

相　
　
談

現在
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【
試
験
日
】

　

平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）

【
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請　

12
月
８
日（
火
）

　
　
　
　

〜
16
日（
水
）

・
電
子
申
請　

12
月
５
日（
土
）

〜
13
日（
日
）

【
試
験
の
種
類
】
甲
種
・
乙
種

（
第
１
類
〜
第
６
類
）
・
丙
種

【
試
験
地
】
函
館
市
他

【
試
験
日
】

　

平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）

【
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請　

12
月
８
日（
火
）

　
　
　
　

〜
16
日（
水
）

・
電
子
申
請　

12
月
５
日（
土
）

　
　
　
　

〜
13
日（
日
）

【
試
験
の
種
類
】

・
甲
種（
第
１
類
〜
第
５
類
）

・
乙
種（
第
１
類
〜
第
７
類
）

【
試
験
地
】
函
館
市
他

※
各
種
証
明
書
類
の
添
付
が
必
要

　

な
方
は
、
電
子
申
請
で
受
付
出

　

来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

　

し
く
は
「
一
般
財
団
法
人
消
防

　

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
町
消
防
本
部

　
八
雲
消
防
署
予
防
第
一
・
二
係

　
☎
０
１
３
７
│
63
│
２
６
８
６

・
熊
石
消
防
署　
予
防
係　

　
☎
０
１
３
９
８
│
２
│
３
３
９
３

【
受
付
期
間
】
11
月
19
日（
木
）

〜
12
月
11
日（
金
）

【
開
催
地
】
函
館
市

　
　
　
　
　

函
館
市
民
会
館　

他

【
開
催
日
・
講
習
区
分
】

・
平
成
28
年
３
月
３
日（
木
）

　

警
報
設
備

・
平
成
28
年
３
月
４
日（
金
）

　

消
火
設
備
・
避
難
設
備
・

　

消
火
器

※
そ
の
他
の
開
催
地
、
開
催
日
、

　

講
習
区
分
に
つ
い
て
は
「
一
般

　

社
団
法
人　

北
海
道
消
防
設
備

　

協
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
町
消
防
本
部

　
八
雲
消
防
署
予
防
第
一
・
二
係

　
☎
０
１
３
７
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署　
予
防
係　

　
☎
０
１
３
９
８
│
２
│
3
3
9
3

　
◎
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
次
に
よ
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
次
の
場
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
と
な
る
添
付

書
類
を
同
封
し
、
写
真
を
貼
付
の

う
え
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務

課
人
事
厚
生
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
申
込
書
上
部
の

「
八
雲
町
職
員
（　

）
採
用
申
込

書
」の
（　

）
内
に
、
職
種
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

※
申
込
書
を
郵
便
で
請
求
す
る
場

　

合
は
、
封
筒
の
表
に「
職
員
採

　

用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書

　

き
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た
宛

　

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず

　

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
相
沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

【
受
験
資
格
】

　

職
種
ご
と
に
記
載
の
と
お
り
。

た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
、受
験
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
い
ず

　

れ
か
に
該
当
す
る
方

【
試
験
会
場
】
八
雲
町
役
場

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日（
金
）

【
待
遇
】

　

八
雲
町一
般
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
お
よ
び
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
に
よ
る
。

《
保
健
師
》

【
募
集
人
員
】
１
名

【
勤
務
場
所
】

　

熊
石
総
合
支
所（
採
用
後
に
配

置
転
換
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
受
験
資
格
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

②
昭
和
56
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方

○
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
2

　

条
に
規
定
す
る
保
健
師
の
資
格

　

を
有
す
る
方

○
前
記
保
健
師
の
資
格
を
平
成
28

　

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

　

み
の
方

【
試
験
内
容
】

①
論
文
試
験（
60
分
）

②
職
場
適
応
性
試
験（
20
分
）

③
面
接
試
験

【
添
付
書
類
】

①
保
健
師
免
許
を
有
す
る
方
は
保

　

健
師
免
許
証
の
写
し

②
最
終
学
歴
の
卒
業（
見
込
）　

　

証
明
書
お
よ
び
成
績
証
明
書

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

【
受
付
期
間
】
12
月
10
日（
木
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

※
郵
送
の
場
合
は
12
月
10
日（
木
）

　

必
着
。

【
試
験
予
定
日
時
】

　

12
月
22
日（
火
）
午
前
9
時
〜

（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

　
《
保
育
士
》

【
募
集
人
員
】
１
名

【
勤
務
場
所
】
熊
石
地
域
保
育
園

【
受
験
資
格
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

②
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方

○
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

○
保
育
士
の
資
格
を
平
成
28
年
3

　

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

　

方
【
試
験
内
容
】

①
論
文
試
験（
60
分
）

②
職
場
適
応
性
試
験（
20
分
）

③
面
接
試
験

【
添
付
書
類
】

①
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
は
保

　

育
士
証
の
写
し

②
最
終
学
歴
の
卒
業（
見
込
）証

　

明
書
お
よ
び
成
績
証
明
書

危
険
物
取
扱
者
試
験

 　
（
平
成
27
年
度
第
4
回
）

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
設
備
士
試
験

 　
（
平
成
27
年
度
第
4
回
）

消
防
設
備
士
講
習

（
工
事
整
備
対
象
設
備
等
の
工
事

 
ま
た
は
整
備
に
関
す
る
講
習
）

試
験
・
講
習

募　
　
集

17　Yakumo Public Relations Vol.122



〈
広
告
〉

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

【
受
付
期
間
】
11
月
27
日（
金
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分（
平
日
の
み
）

※
郵
送
の
場
合
は
11
月
27
日（
金
）

　

必
着
。

【
試
験
予
定
日
時
】

　

12
月
22
日（
火
）
午
前
９
時
〜

（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
人
事
厚
生
係

　
〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　
八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

◎
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
次
に
よ
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
次
の
場
所
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
写
真
を
貼

付
の
う
え
必
要
事
項
を
記
入（
自

筆
）し
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹

介
状（
町
営
ス
キ
ー
場
臨
時
管
理

人
は
紹
介
状
の
必
要
な
し
）を
添

え
て
、
総
務
課
人
事
厚
生
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
勤
務
条
件
に
つ
い
て
は
、
一
部

　

変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
相
沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

【
申
込
期
限
】

○
除
排
雪
運
転
手
、
除
排
雪
作
業

　

誘
導
員

　

11
月
27
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
5
時
15
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

○
町
営
ス
キ
ー
場
臨
時
管
理
人

（
維
持
管
理
担
当
）

　

11
月
25
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
5
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

《
除
排
雪
運
転
手
》

【
募
集
人
員
】
１
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
町
役
場
車
両
セ
ン
タ
ー

（
八
雲
町
三
杉
町
25
番
地
1
3
7
）

【
応
募
資
格
】

　

大
型
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
及

び
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

習
修
了
証
を
有
し
、
八
雲
町
内
か

ら
通
勤
可
能
な
65
歳
未
満
の
方

【
添
付
書
類
】

　

自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し
、

車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

修
了
証
の
写
し

【
業
務
内
容
】
除
雪
車
の
運
転
等

【
日
額
】
1
0
，
5
0
0
円

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

※
除
排
雪
業
務
時
は
、
変
則
勤
務

　

と
な
り
ま
す
。

（
土
、日
、祝
、早
朝
勤
務
あ
り
）

※
労
災
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験
等

【
雇
用
期
間
】
12
月
16
日
〜

平
成
28
年
3
月
15
日

【
試
験
予
定
日
】
12
月
４
日（
金
）

《
除
排
雪
作
業
誘
導
員
》

【
募
集
人
員
】
５
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
町
役
場
車
両
セ
ン
タ
ー

（
八
雲
町
三
杉
町
25
番
地
1
3
7
）

【
応
募
資
格
】

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
除
雪
作
業
、
誘
導
、
交
通
整

理
を
熟
知
し
た
、
八
雲
町
内
か
ら

通
勤
可
能
な
65
歳
未
満
の
方

【
添
付
書
類
】

　

自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

【
業
務
内
容
】

　

除
雪
車
の
誘
導
、
交
通
整
理
等

【
日
額
】
8
，
3
5
0
円

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分〜

午
後
5
時
15
分

※
除
排
雪
業
務
時
は
、
変
則
勤
務

　

と
な
り
ま
す
。

（
土
、日
、祝
、早
朝
勤
務
あ
り
）

※
労
災
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験
等

【
雇
用
期
間
】
12
月
16
日

　
　

〜
平
成
28
年
3
月
15
日

【
試
験
予
定
日
】
12
月
４
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
人
事
厚
生
係

《
町
営
ス
キ
ー
場
臨
時
管
理
人

（
維
持
管
理
担
当
）》

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
勤
務
場
所
】
八
雲
町
営
ス
キ
ー
場

（
八
雲
町
春
日
7
6
7
│
5
）

【
応
募
資
格
】
町
内
か
ら

　

通
勤
可
能
な
65
歳
未
満
の
方

【
業
務
内
容
】

　

リ
フ
ト
管
理
業
務 

等

【
時
給
】
1
，
1
2
0
円

【
雇
用
期
間
】
12
月
9
日
〜

平
成
28
年
3
月
17
日

※
ゲ
レ
ン
デ
状
況
に
よ
り
変
更
と

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
勤
務
体
制
】
4
勤
1
休

【
勤
務
時
間
】

・
早
出　

午
前
9
時
10
分
〜

午
後
3
時
10
分

・
遅
出　

午
後
3
時
5
分
〜

午
後
9
時
5
分

※
労
災
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
等

【
面
接
試
験
日
】
12
月
1
日（
火
）

【
採
用
予
定
日
】
12
月
9
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
体
育
課
管
理
係（
総
合
体
育
館
内
）

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
4
1
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八雲町本町87番地2F

宮島 英明

地　域　お　こ　し　協　力　隊

体験・活動レポート

協力隊の「facebook」も見てください。今回の活動も掲載しています！ 八雲町地域おこし協力隊

　

前
回
の
広
報
に
て
森
林
組
合
で
研
修
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
話
を
し
ま
し

た
が
、
10
月
末
ま
で
、
2
か
月
ほ
ど
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
見
る
か
ら
に
ひ
弱
そ
う
な

私
で
す
が
、
果
た
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
？

 

林
業
の
現
場
で
は
様
々
な
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
直
接
的
な
作
業
だ
と
刈
払
機
で
の

下
刈
り
作
業
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
の
間
伐
、

機
械
に
よ
る
伐
採
な
ど
で
す
。
私
も
刈
払
機

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
少
し
だ
け
体
験
を
し
ま

し
た
。
ど
ち
ら
の
機
械
も
重
量
が
あ
る
上
、

作
業
中
の
振
動
も
強
く
、
初
め
て
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
っ
た
日
は
、
腕
が
上
が
ら
な
く
な

る
く
ら
い
過
酷
で
し
た
。
そ
れ
で
も
自
分
で

十
数
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
木
を
切
り
倒
し
た
瞬

間
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
他
に
も
測
量

や
境
界
線
の
調
査
、
野
鼠
対
策
の
薬
剤
散
布

な
ど
色
々
な
現
場
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

時
に
は
噴
火
湾
が
見
下
ろ
せ
る
素
敵
な
景

色
、
時
に
は
熊
と
遭
遇
し
そ
う
な
緊
張
感
あ

ふ
れ
る
場
所
が
あ
っ
た
り
と
、
想
像
し
て
い

た
以
上
に
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
林
業
は
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
当
初
、
右
も

左
も
分
か
ら
な
い
状

態
で
し
た
が
、
研
修

が
進
み
、
点
と
点
が

徐
々
に
つ
な
が
り
、

林
業
に
つ
い
て
理
解

と
魅
力
が
深
ま
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

続
・
森
林
組
合
に
て
研
修
中

◎
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
次
の
と

お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
次
の

場
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
、

必
要
と
な
る
添
付
書
類
を
同
封
し
、

写
真
を
添
付
の
う
え
必
要
事
項
を

記
入
し
、
八
雲
総
合
病
院
管
理
課

庶
務
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、申
込
書
上
部
の「
八
雲
町

職
員（　

）採
用
申
込
書
」の（　

）

内
に
、職
種
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係
、
役

場
総
務
課
人
事
厚
生
係
、
落
部
支

所
、
熊
石
総
合
支
所
、
相
沼
泊
川

出
張
所
ま
た
は
函
館
公
共
職
業
安

定
所
八
雲
出
張
所

【
受
験
資
格
】

  

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
受
験
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

《
助
産
師
・
看
護
師
》

【
募
集
人
員
】

　

ど
ち
ら
の
職
種
も
若
干
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
総
合
病
院
看
護
部 

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
28
年
4
月
1
日 

【
待
遇
】

　

八
雲
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
。 

【
受
験
資
格
】

　

助
産
師
ま
た
は
看
護
師
免
許
を

取
得
さ
れ
て
い
る
方
も
し
く
は
平

成
28
年
に
取
得
予
定
の
方 

【
試
験
内
容
】

　

①
書
類
選
考　

②
面
接
試
験 

【
試
験
予
定
日
】

　

面
接
試
験
期
日
は
別
途
通
知
し

ま
す
。

【
添
付
書
類
】

　

助
産
師
ま
た
は
看
護
師
免
許
証

の
写
し
、ま
た
は
卒
業（
見
込
）証

明
書 

【
受
付
期
間
】
12
月
18
日（
金
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
〜午

後
5
時
15
分

（
平
日
の
み
）

※
郵
送
は
12
月
18
日（
金
）必
着 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係 

　
☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

《
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

　
学
校
生
徒
募
集
》

【
受
付
期
間
】

　

11
月
１
日（
日
）〜

平
成
28
年
１
月
８
日（
金
）

【
対
象
】

　

中
卒（
見
込
含
む
）〜

17
才
未
満
の
男
子

【
第
１
次
試
験
期
日
】

　

平
成
28
年
１
月
23
日（
土
）

【
待
遇
等
】

a
特
別
国
家
公
務
員「
生
徒
」（
非

　

自
衛
官
）、
３
学
年
修
了
時

　
「
自
衛
官（
陸
士
長
）」に
任
用

s
生
徒
手
当
９
６
，
０
０
０
円
の

　

他
、期
末
手
当　

年
2
回（
６

　

月
、12
月
）
支
給

　

（「
陸
士
長
」に
任
用
後
の
俸

　

給
約
１
８
０
，
０
０
０
円
）

d
週
休
２
日
制
、
祝
日
及
び
年
末

　

年
始
等
、
年
次
休
暇
等

f
高
校
教
育「
神
奈
川
県
立
横
浜

　

修
悠
館
高
等
学
校
」（
通
信
制
）

　

に
入
学

g
衣
食
住
：
無
料
ま
た
は
貸
与

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部

八
雲
地
域
事
務
所

　
☎
０
１
３
７
│
62
│
２
６
９
２

八
雲
総
合
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

自
衛
隊
函
館
地
方
協
力

本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

19　Yakumo Public Relations Vol.122



心の健康編健康だより
　八雲町で実施したアンケート結果では、働き盛りの年齢層でストレスを感じ
ている人の割合が高く、その方々の半数以上が「ストレスを解消できていな
い」と答えています。学校での友人関係のもつれ、育児の孤独感やストレス、
職場での人間関係や仕事上の悩み、介護疲れなど、私達の周囲には心の病気に
陥る環境が沢山存在します。皆さんも決して他人事ではありません。

保健福祉課 保健師　伊藤・鈴木

〇気づき…心の不調は、本人は気づきにくいものです。周囲の人が異変に早めに気づいてあげること
　　　　　が大切です。異変に気づいたら、「どうしたの？」と声を掛けてみましょう。
〇傾　聴…しっかりと相手の話に耳を傾けましょう。その時には励まさずに「大変だったね。」
　　　　　などと声を掛けましょう。
〇つなぐ…必要があれば、医療機関や専門機関に相談できることを伝えましょう。
〇見守る…できるだけ、自然な対応を心掛け、焦らず温かく見守りましょう。
〇相　談…シルバープラザ（健康推進係）や熊石総合支所（保健福祉係）までご相談ください。

うつ病は心の風邪に例えられることがあ
りますが、放っておいても治る病気では
ありません。病院を受診し、早めに治療
を始めることが大切です。

問い合わせ先 ・保健福祉課健康推進係（シルバープラザ内）10137－64－2111
・熊石総合支所住民サービス課保健福祉係

■次の症状がある場合はうつ病の可能性があります。

≪　うつ病のサイン　≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　疲れているのに、２週間以上眠れない日が続いている　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　食欲がなく、体重が減っている　　　　　　　　　　　
　だるくて意欲が湧かない。

◇コミュニケーションが大切な人の命を守ります　※身近な人ができることをご紹介します。

◎ストレスと上手く付き合うポイント
　♪食　　　　　　事　～　家族や友人とおいしく楽しく食事をすることはストレス解消に効果的です。
　　　　　　　　　　　　　バランス良く食べることも大切です。
　♪入浴・マッサージ　～　入浴中や入浴後のストレッチ、マッサージなどで、身体をリラックスさせる
　　　　　　　　　　　　　マッサージも効果的です。
　♪趣味・スポーツ　～　プライベートな時間を少しでも確保し、熱中できる趣味やスポーツを楽しむ
　　　　　　　　　　　　　ことはストレスに対する抵抗力を高めます。
　♪睡　　　　　　眠　～　安眠できる環境を整え、質の良い眠りを確保してストレスから心身を解放さ
　　　　　　　　　　　　　せましょう。

ストレスを感じるか（％）

全体

40歳未満

40～60歳未満

65歳以上

37 59 3

はい いいえ 不明

43 56 2

44 54 1

26 68 6

ストレスの解消（％）

全体

40歳未満

40～60歳未満

65歳以上

44 52 4

出来ている 出来ていない 不明

42 54 4

43 54 3

46 46 8
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年金相談をぜひご利用くださいZ

みんなの年金ガイド知って
おきた

い

○障害年金の受給権の確認などに便利です。
　障害年金は、障がいの初診日の特定や保険料の納付状況の確認など手続きが複雑になることがあり
ます。年金相談にご来場頂ければ、年金の受給が見込めるか・どのような手続き・書類が必要かなど
函館年金事務所職員と相談することができます。
○年金見込額を算出してもらうことができます。
　「在職中の年金のお受け取りについて」「将来どのくらいの年金が見込めるのか」など年金見込額
の算出の上、今後の参考としてお役立てください。
○今後の年金相談開設予定

○年金相談ご利用希望の方へ
　①年金相談は函館年金事務所職員による対応のため完全予約制です。八雲町役場住民生活課社会係
　　窓口か電話でお申し込みください。
　②国民年金、厚生年金の請求手続きは役場・各支所窓口でも受け付けしております。また障害年金
　　や遺族年金も役場窓口にて一部対応できる場合がありますのでお問い合わせください。

≪国民年金保険料５年の後納制度が開始されました≫
平成27年９月末をもって終了した「10年の後納制度」に代わり「５年の後納制度」が開始されました。
○「５年の後納制度」のメリット
　①不足している期間の保険料を納めることで、年金の受給資格を得られる可能性があります。
　②将来受け取ることができる年金額が増額します。

＜1カ月分の後納保険料を納付することにより、増額する老齢基礎年金の目安＞

○ご利用いただける方
①２０歳以上６０歳未満の方で、５年以内に未納期間（納付免除期間以外）・未加入期間がある方
②６０歳以上６５歳未満の方で、①の期間のほか任意加入中に納め忘れのある方
③６５歳以上の方で、年金の受給資格がなく任意加入中の方

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル　　10570－05－1165
　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など　国民年金課　　10138－56－1165
　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど　お客様相談室　10138－82－8002
　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番）　　　　　　10137－62－2111（内線245）
　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課　　　　　　　101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

今月の年金相談
11月18日（水）

10:40～12:00
13:00～15:00

第1・2会議室

完全予約制
相談日の２日前までに申し込みください

１１月１８日（水）

２月１７日（水）

１２月１６日（水）

３月１６日（水）

１月２０日（水）

＝年額で約1,625円増額
780,100円（平成27年4月時点の満額の年金額）

480ヶ月（40年×12か月）
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公
民
館

み
ん
な
の

◆問い合わせ先　社会教育課  社会教育係（八雲町公民館内）　10137─63─3131

開
町　

年
記
念

八
雲
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
講
演
会

「
人
生
、幸
せ
に
生
き
よ
う
！
」

　

身
の
ま
わ
り
に
も
の
や
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る

中
で
、
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
の
世
代
に
ど
う
い
う

社
会
を
残
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
講
師
】
高
木　
善
之
氏

（
N
P
O
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
球
村
代
表
）

【
日
時
】
11
月
12
日（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
参
加
費
】
無
料　
ど
な
た
で
も
参
加
可

【
主
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会　

【
申
込
先
】
社
会
教
育
課

【
主
管
】
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

キ
ッ
ズ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

〜
町
内
の
幼
児
か
ら
高
校
生
に
よ
る

発
表
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
下
さ
い
〜

　

日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
練
習
、
活
動
し
て
い

る
子
ど
も
達
が
ダ
ン
ス
や
音
楽
、
民
謡
、
舞
踊
、

太
鼓
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
12
月
５
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
４
時
予
定（
開
場
午
後
０
時
30
分
）

【
会
場
】
八
雲
町
民
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

【
入
場
料
】
無
料

【
主
催
】
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

【
後
援
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

海
か
ら
帰
っ
て
き
た
鮭
を
見
に
行
こ
う
！

〜
サ
ケ
の
産
卵
遡
上
観
察
会
〜

　

海
か
ら
川
に
帰
っ
て
き
た
鮭
と
そ
の
産
卵
の
様

子
を
観
察
し
ま
す
。
毎
年
秋
に
遊
楽
部
川
で
は
た

く
さ
ん
の
鮭
が
産
卵
し
ま
す
。
遊
楽
部
川
を
上
る

力
強
い
鮭
を
こ
の
機
会
に
観
察
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
当
日
は
水
中
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
観
察
や
、
鮭

捕
獲
場
の
施
設
見
学
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
11
月
14
日（
土
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

【
会
場
】
遊
楽
部
川
上
流
域
ほ
か

（
集
合
、解
散
は
公
民
館
。
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
）

【
対
象
】
小
学
１
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
で
き

　
ま
す
。

【
服
装
】

　

防
寒
着
、
長
ぐ
つ
、
軍
手
な
ど
、
秋
季
の
野
外

活
動
に
適
し
た
も
の

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、お
に
ぎ
り
、飲
み
物
、タ
オ
ル

【
参
加
費
】
子
ど
も
４
０
０
円
、
大
人
５
０
０
円

　
（
受
講
料
、
保
険
料
、
昼
食
材
料
費
）

【
申
込
み
】

　
11
月
10
日（
火
）ま
で
に
公
民
館
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い（
先
着
20
名
ま
で
）。

【
主
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

●
少
年
文
化
財
教
室　
陶
芸
体
験

　

町
内
で
焼
か
れ
て
い
た
八
雲
焼
を
知
る
と
と
も
に
、
茶

碗
な
ど
の
作
り
方
を
学
び
、
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
器
を

作
っ
て
、
絵
付
け
を
し
よ
う
！（
２
回
連
続
講
座
で
す
） 

【
日
時
】

・
器
作
り　

11
月
15
日（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

・
絵
付
け　

12
月
13
日（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時

【
会
場
】
郷
土
資
料
館
収
蔵
庫　

作
業
室

【
対
象
】
小
学
生

【
服
装
】
汚
れ
て
も
よ
い
服
装　

【
参
加
費
】
７
０
０
円

【
申
込
方
法
・
締
切
】
参
加
申
込
書
を
記
入
し
、
11
月
12

日（
木
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
20
名
）

　

申
込
書
は
公
民
館
、
郷
土
資
料
館
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。
電
話
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
古
文
書
講
座（
八
雲
地
域
）

　

古
文
書
を
通
し
て
、
八
雲
の
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
る

目
的
で
、
古
文
書
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
古
文
書
を
読
め

な
い
方
で
も
十
分
理
解
で
き
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

【
開
催
日
時
】
11
月
28
日（
土
）、
29
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

【
会
場
】
八
雲
町
公
民
館
第
１
会
議
室

【
講
師
】
幸
村
恒
夫（
八
雲
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

【
テ
ー
マ
】
「
八
雲
村
創
業
余
談
」（
大
小
二
幅
）

　

開
拓
当
時
の
様
子
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、大
正
十
三
年

に
編
集
さ
れ
た
掛
け
軸（
大
）と
そ
の
続
編（
小
）を
読
み
解
く

【
解
読
文
書
】
「
八
雲
村
創
業
余
談
」
な
ど

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
・
締
切
】

　
11
月
27
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郷
土
資
料
館
事
業
の
お
知
ら
せ

10

【
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
先
】

　
郷
土
資
料
館  

☎
63
│
３
１
３
１
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八雲町落部130
Tel 67－2454
http://aiki929.jp

シ
ミ
抜
き 

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

洗
濯
に
、手
作
り
天
然
薬
草
酵
素
液
を
使
用

相
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

各
コ
ー
ス 

特
殊
加
工 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

数
少
な
い
上
級
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
者
の
い
る
お
店

〈
広
告
〉

　パソコンやタブレットの操作に興味のある方が対象です。定員になり次第締め切ります。受講申し込みは、
公民館（10137－63－３１3１）までご連絡ください。いずれの講座もパソコンやタブレットは主催者で用意し
ます。

生涯学習パソコン講座

内容および日程

日程および会場

1,0００円8名

2００円10名

11月10日（火）～12日（木）
午後6時30分～9時
会場：落部町民センター

11月13日（金）午後2時30分～4時30分
会場：八雲町公民館

2００円10名11月13日（金）午後7時～9時
会場：八雲町公民館

日　程　等 定員 受講料内　　　　容

【落部地区】
エクセル実用講座
【夜間】

初めてのタブレット講座
【午後】

初めてのタブレット講座
【夜間】

コース名

　毎月第２、第４木曜日は町民ＩＴサポートセンターの日です。町民のパソコンのトラブルやお悩みに無料で相
談に応じます。パソコンの持ち込みや電話での相談も受け付けますのでお気軽にご利用ください。

ＩＴ町民サポートセンター

八雲町公民館２階　パソコン室　10137－６３－３１３１（内線３０４）
はぴあ八雲１階　情報交流室　10137－６８－２２２８（内線１２）

午後７時～９時

時　間　帯会場・電話番号
11月12日（木）
11月26日（木）

日　　程

エクセルを使いこなす上で欠かせないIF・
VLOOKUP・ROUNDなどの「関数」や「絶対
参照・相対参照」の使い方を学びます。
（参加条件：基本の文字入力ができること）

8００円10名
11月16日（月）～18日（水）
午後1時30分～4時
会場：八雲町公民館

シルバー世代の
初心者パソコン講座

【午後】

高齢者を対象とした、初心者向けのパソコン
講座です。基本操作、文字入力、インターネッ
ト、電子メール等の基礎を学びます。

スマートフォンより大きい画面のタブレットにつ
いて、基礎操作やアプリの使い方について楽
しく学びます。

8００円8名

12月7日（月）～9日（水）
午後6時30分～9時

会場：ふれあい交流センター
くまいし館

【熊石地区】
初心者のためのワード講座

【夜間】

代表的なワープロソフトのワードについて、文
字や文章の打ち方から、文字の大きさの変え
方・図の挿入の仕方などの基礎を学びます。

不用品交換コーナー

・木製茶箱（大型）
・つけもの石（10～12kg）

ゆずります

・FF式ストーブ（ポータブルでも可）
・DVDソフト（映画など）
・無地の着物生地
・ゲームソフト（ゲーム機にこだわらない、
　ケースは無くても可）

ゆずってください

これまでの成立件数 47件

これまでの成立件数 14件

10月15日時点

【申請方法】
企画振興課、熊石総合支所住民サービス課、落部支所にて
申請書を備え付けていますので、手続きを行ってください。
※町ホームページからも簡易登録申請が可能です。

【問い合わせ先】企画振興課協働推進係

　

9
月
20
日
、
熊
石
ヤ
ン
グ
サ
ー

ク
ル
主
催
の
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
、
熊
石
第
一
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
空

の
下
、
7
チ
ー
ム
総
勢
84
名
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
優
勝
を
争
い
ま
し

た
。
午
前
9
時
か
ら
始
ま
っ
た
試

合
は
、
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
あ

り
の
熱
い
闘
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

会
場
に
駆
け
付
け
た
観
客
を
沸
か

せ
て
い
ま
し
た
。
一
進
一
退
の
白

熱
し
た
争

い
の
末
、

「
元
熊
石

ベ
ア
ー

ズ
」
が
優

勝
し
ま
し

た
。

白
球
を
追
っ
て
、交
流
の
輪
広
が
る
！

「
第
3
回
熊
石

　
ヤ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
杯

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
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図書館に行こうY
■八雲町立図書館　　　1０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】　午前１０時～※午後６時
　　　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時
　【休 館 日】　月曜日､祝日､年末年始
■熊石総合支所図書室　1０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】　午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】　土・日曜日､祝日､年末年始

本の返却は、どちらでも受付します

図
書
館
だ
よ
り

函
館
こ
だ
わ
り
の

美
食
G
U
I
D
E

霧（
ウ
ラ
ル
）

で
ざ
い
ん
る
ー
む

　

一
度
は
行
き
た
い
老
舗
の

名
店
か
ら
、
本
当
は
教
え
た

く
な
い
穴
場
ま
で
全
58
軒
。

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
時
間
を
愉

し
む
た
め
に
、
こ
だ
わ
り
の

味
と
す
て
き
な
空
間
を
詳
し

く
ご
紹
介
！ 

　

有
力
者
の
娘
・
珠
生
が
恋

に
落
ち
た
の
は
、
北
の
海
の

汚
れ
仕
事
を
牛
耳
る
相
羽
組

の
組
長
だ
っ
た
…
。
昭
和
30

年
代
の
根
室
を
舞
台
に
描

く
、
桜
木
紫
乃
の
記
念
碑
的

作
品
。

《
お
は
な
し
の
へ
や
》
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

11
月
11
日（
水
）・
25
日（
水
）

　

午
後
4
時
〜
4
時
30
分

「
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
」

◆
熊
石
地
域　
11
月
12
日（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時

【
場
所
】
熊
石
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

◆
八
雲
地
域　
11
月
24
日（
火
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

※
9
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
手
渡
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
向
け
行
事

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎毎週入る新刊図書は、町ホームページ八雲町立図書館の
ページより「新刊案内」をご覧ください。また、パソコンを
通して町立図書館の蔵書を検索・予約することが出来ます。
◎毎月、移動図書館車（ほんのもり号）の運行を行ってい
ます。巡回日および巡回場所については、北海道新聞道南
版「まちの欄」に掲載しています。
◎「やくも朗読サークル」の方々が「広報やくも」を吹き込
みした「広報やくも朗読ＣＤ」を貸出していますので、ご利
用ください。

「『
佐
藤
国
男
木
版
画
展

　
〜
宮
沢
賢
治
の
世
界
〜
』の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
様
子
」

　
9
月
29
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
10
月
11
日（
日
）

今月のオススメ本

桜
木　
紫
乃

今月の新刊本

図書館フェスティバルの
お知らせ

図 書 館 一 口 メ モ

≪集会室≫　
○おたのしみ読書月間こうさく会
　11月14日（土）午後2時～3時
　「おちばあそび」
○昔の遊び体験教室
　11月15日（日）
　午前10時30分～11時30分
【講師】芦田　朋子　氏・溝口　可奈　氏
○おたのしみ読書月間どうわの日
　11月21日（土）午後２時～３時
　童話サークルぴいたあ★ぱんによる絵本
の読み聞かせ

≪視聴覚ホール＞
○おたのしみ読書月間えいが会
　11月14日（土）午後1時～2時
　「こびと観察入門」他
○映画会
・大人向け映画会　11月15日（日）
　午前10時15分～午後0時15分
　午後1時30分～3時30分（2回上映）
　「蝉しぐれ」原作：藤沢周平
　　　　　　　出演：市川染五郎　他
・ナイトシアター
　11月18日（水）午後6時30分～8時30分
　「そして父になる」出演：福山雅治　他
○講演会「日ハムナインの素顔」
　11月29日（日）午後1時30分～3時
【講師】北海道新聞社スポーツ記者

　須貝　　剛　氏

≪エントランスホール≫
○八雲・熊石両地域の写真合同展示
【展示期間】
　11月10日（火）～11月22日（日）
○図書展示「身近な食べもの・飲みもの」
【展示期間】
　11月25日（水）～12月13日（日）

広報   11月号　24



スポーツをしようY ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

八
雲
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
赤
い

羽
根
共
同
募
金
活
動
の
様
子

■八雲町総合体育館　1０１３７－６２－２１４１
　【開館時間】　午前 ９時30分～午後９時
　　　※日曜日・祝日は午後５時まで
　【休 館 日】　月曜日､年末年始

■熊石教育事務所　　1０１３９８－２－３１１１

第
10
回
町
民

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

八
雲
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動

ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

行
事

　

10
月
11
日
、
第
10
回
町
民
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
落
部

小
、
東
野
小
、
浜
松
小
、
八
雲

小
の
児
童
、
保
護
者
と
先
生
が

参
加
し
ま
し
た
。
な
わ
と
び
個

人
は
1
2
6
人
、
長
な
わ
と
び

団
体
は
、
23
チ
ー
ム
2
3
7

人
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
19
チ
ー
ム

2
0
3
人
に
よ
り
、
学
年
ご
と

に
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
わ
と
び
個
人
の
部
は
、
規

定
時
間
を
目
指
す
跳
躍
に
２
回

挑
戦
し
、
33
人
の
選
手
が
完
全

跳
躍
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
な

わ
と
び
団
体
の
部
で
は
、
1
分

間
の
8
の
字
ジ
ャ
ン
プ
と
3
分

間
の
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
に
挑

戦
し
、
中
休
み
や
放
課
後
に
練

習
し
た
成
果
が
発
揮
さ
れ
好
記

録
が
続
出
し
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
小
学
生
に
大
人
気
の
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
を
行
い
、
選
手
の
活

躍
に
保
護
者
や
先
生
の
応
援
に

も
熱
が
入
り
、
会
場
は
大
き
な

歓
声
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
4
日
、
八
雲
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団（
ス
キ
ー
、
空
手
、
水

泳
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
卓
球
）の
少
年
団
員
、
指
導

者
、
保
護
者
の
方
々
約
1
2
0

人
が
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
と

ホ
ー
マ
ッ
ク
前
で
赤
い
羽
根
共

同
募
金
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
少
年
団
員
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
く
積
極
的
に

声
を
出
し
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

９
月
25
日
〜
27
日
、
北
海
道

ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
八
雲

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
日
は
町
内
の
保
育
園
や
小

学
校
を
訪
問
。
26
・
27
日
は
八

雲
小
学
校
を
会
場
に
イ
ベ
ン
ト

広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

26
・
27
日
は
八
雲
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
予
定
も
、
天

候
に
恵
ま
れ
ず
26
日
は
体
育
館

内
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
両
日
と
も
に
た
く
さ
ん
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
普

段
触
れ
合
う
機
会
の
な
い
マ
ス

コ
ッ
ト
や
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー

ル
と
も
交
流
す
る
事
が
で
き
、

特
に
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
、

大
き
な
思
い
出
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

後
援
会
メ
ン
バ
ー
を
は
じ

め
、
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
予
定

〔
総
合
体
育
館
〕

◎
第
30
回
八
雲
町
ス
ポ
ー
ツ
少

　
年
団
交
流
大
会（
ド
ッ
ジ
ボ
ー

　
ル
・
ド
ッ
ジ
ビ
ー
大
会
）

　
11
月
14
日（
土
）午後

1
時
30
分
〜

◎
愛
好
会
長
杯

ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
大
会

　
11
月
15
日（
日
）午前

9
時
30
分
〜

◎
八
雲
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

　
11
月
22
日（
日
）午前

9
時
30
分
〜

◎
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

オ
ー
プ
ン
大
会

　
11
月
29
日（
日
）午前

9
時
30
分
〜

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
「
北
海
道
ス
マ
イ

ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
八
雲

町
で
開
催
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